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第
三
十
六 

  
 

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー 

   
 
 
 
 

一 
  

一
九
一
八
年
七
月
二
十
三
日
に
富
山
県
魚
津
に
端
を
発
し
た
米
騒

動
は
、
八
月
十
二
日
、
神
戸
市
に
飛
び
火
し
た
。
三
菱
造
船
所
の
労

働
者
八
千
人
が
蜂
起
し
、
鉄
棒
や
レ
ン
ガ
を
使
っ
て
工
場
の
購
買
部

倉
庫
を
破
り
、
機
械
装
置
な
ど
を
破
壊
し
た
の
だ
。
夜
に
な
る
と
市

民
三
万
人
が
加
わ
り
、
い
っ
た
ん
湊
川
公
園
に
集
ま
っ
た
あ
と
、
鈴

木
商
店
の
打
ち
こ
わ
し
に
走
っ
た
。 

 

鈴
木
商
店
は
後
藤
新
平
と
親
密
な
関
係
に
あ
っ
て
、
台
湾
の
利
権

で
の
し
あ
が
っ
た
。
米
七
十
一
万
俵
を
輸
出
し
巨
利
を
得
た
ほ
か
、

寺
内
内
閣
で
は
外
米
、
朝
鮮
米
の
買
付
け
指
定
商
人
と
な
っ
て
い
た
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
市
民
が
「
米
商
人
」
と
し
て
思
い
浮
か
べ
る

筆
頭
に
あ
っ
た
。 

 

「
報
知
新
聞
」
の
特
派
記
者
と
し
て
米
騒
動
の
様
子
を
取
材
し
て

い
た
新
聞
記
者
が
い
た
。
そ
の
記
者
の
名
は
鈴
木
茂
三
郎
と
い
っ
た
。 

一
八
九
三
年
（
明
治
二
十
六
）、
愛
知
県
蒲
郡
の
貧
し
い
人
力
車
夫

の
家
に
生
ま
れ
た
。
一
九
一
二
年
（
明
治
四
十
五
）
に
東
京
に
出
て
、

人
力
車
製
造
業
で
小
僧
と
し
て
働
き
、
働
き
な
が
ら
早
稲
田
を
出
て

新
聞
社
に
入
っ
た
。 

 

そ
の
取
材
遍
歴
が
す
ご
い
。 

 
 

ロ
シ
ア
革
命
（
一
九
一
七
年
） 

 
 

米
騒
動
、
シ
ベ
リ
ア
出
兵
（
一
九
一
八
年
） 
 
 

朝
鮮
万
歳
事
件
（
一
九
一
九
年
） 

 
 

原
敬
暗
殺
（
一
九
二
一
年
） 

 
 

日
本
共
産
党
結
成
（
一
九
二
二
年
） 

 
 

関
東
大
震
災
（
一
九
二
三
年
） 

 
 

治
安
維
持
法
公
布
（
一
九
二
五
年
） 

 
 

金
融
恐
慌
（
一
九
二
七
年
） 

 
 

初
の
衆
議
院
議
員
普
通
選
挙
（
一
九
二
八
年
） 

 

と
、
二
十
世
紀
初
頭
の
大
事
件
に
こ
と
ご
と
く
関
わ
っ
て
い
る
。 

 

鈴
木
の
能
力
ば
か
り
で
な
く
、
記
者
の
数
が
限
ら
れ
て
い
て
、
一

人
で
何
役
も
こ
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ

ろ
う
。
で
あ
る
に
し
て
も
、
大
正
期
の
激
動
に
立
ち
会
っ
た
伝
説
の

人
物
で
あ
る
こ
と
に
違
い
な
い
。 

 
第
二
次
大
戦
後
、
一
九
四
六
年
に
衆
院
議
員
と
な
り
、
一
九
五
一

年
か
ら
五
九
年
ま
で
日
本
社
会
党
委
員
長
を
務
め
た
。 

 
そ
の
鈴
木
が
、
神
戸
騒
動
の
模
様
を
書
き
残
し
て
い
る
。 

  

栄
町
四
丁
目
の
鈴
木
商
店
の
元
本
宅
が
焼
か
れ
、
細
民
を
い
じ
め
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つ
け
て
い
た
貸
家
管
理
所
の
兵
神
館
、
鈴
木
の
兵
庫
精
米
所
が
焼
か

れ
、
鈴
木
の
代
弁
新
聞
「
神
戸
新
聞
」
の
三
層
楼
が
焼
け
落
ち
た
。 

 
群
集
は
、
建
物
の
前
を
遠
く
か
ら
か
こ
ん
で
、
石
を
投
げ
つ
け
て

い
る
。
す
る
と
ガ
ラ
ン
ガ
ラ
ン
と
ガ
ラ
ス
が
破
れ
て
落
ち
る
。
電
灯

が
消
え
る
。
二
つ
三
つ
の
黒
い
か
た
ま
り
が
鉄
砲
玉
の
よ
う
に
飛
び

込
ん
だ
と
見
る
ま
に
、
な
か
か
ら
格
闘
ら
し
い
雄
叫
び
の
声
が
聞
え

る
。 

 

「
や
れ
ッ
、
や
れ
ッ
」 

 

と
群
集
が
ど
な
り
合
う
。
ま
も
な
く
建
物
の
な
か
か
ら
真
赤
に
な

っ
て
燃
え
上
が
っ
た
。 

  

十
三
日
に
な
っ
て
兵
庫
県
知
事
は
陸
軍
姫
路
師
団
に
出
動
を
要
請
、

か
つ
警
官
に
「
抜
剣
差
支
え
な
し
」
の
許
可
を
出
し
た
。
斬
っ
て
も

い
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。 

 

暴
徒
と
化
し
た
民
衆
と
警
官
・
歩
兵
隊
と
の
衝
突
は
十
四
日
に
な

っ
て
も
収
ま
ら
な
か
っ
た
。
県
当
局
は
遂
に
市
民
に
外
出
禁
止
令
を

出
す
と
と
も
に
、
軍
隊
の
増
派
を
要
請
し
た
。
警
察
、
軍
隊
と
の
衝

突
に
よ
る
死
者
は
、
確
認
さ
れ
た
だ
け
で
四
名
を
数
え
た
。 

 

以
後
、
八
月
十
三
日
・
大
阪
、
十
四
日
・
東
京
と
続
き
、
十
七
日

に
山
口
県
宇
部
で
発
生
し
た
騒
動
で
、
鎮
圧
に
出
動
し
た
軍
隊
が
つ

い
に
実
弾
を
発
砲
し
た
。
死
者
十
三
、
重
傷
十
五
を
出
し
、
十
七
日

か
ら
二
十
日
夜
に
起
こ
っ
た
静
岡
の
暴
動
で
は
死
者
二
、
負
傷
数
十

名
が
出
た
。 

 

宇
部
の
騒
動
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
記
録
が
残
っ
て
い
る
。 

  

坑
夫
軍
の
ほ
う
で
は
「
日
本
軍
が
日
本
人
を
撃
つ
わ
け
が
な
い
」

と
い
っ
て
突
進
し
た
。
両
軍
の
先
頭
ど
う
し
の
距
離
わ
ず
か
一
間
。

実
に
息
つ
ま
る
よ
う
な
光
景
で
あ
っ
た
。
坑
夫
軍
の
正
当
か
つ
正
直

す
ぎ
る
確
信
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
軍
隊
は
実
砲
を
ぶ
っ
放
し
た
。 

  

一
間
、
つ
ま
り
二
メ
ー
ト
ル
足
ら
ず
の
至
近
距
離
か
ら
実
弾
を
発

射
さ
れ
て
は
た
ま
ら
な
い
。
死
者
十
三
、
重
傷
十
五
が
出
た
。
文
面

以
上
に
阿
鼻
叫
喚
の
光
景
が
展
開
さ
れ
た
に
違
い
な
い
。 

 

朝
鮮
で
も
、
も
う
一
つ
の
米
騒
動
が
起
こ
っ
て
い
た
。 

 

大
日
本
帝
国
政
府
は
日
本
国
内
で
の
米
不
足
や
陸
軍
の
食
料
調
達

需
要
を
満
た
す
た
め
、
朝
鮮
で
「
産
米
増
殖
計
画
」
を
推
進
し
、
半

島
南
部
の
農
村
部
に
多
額
の
資
金
を
投
下
し
て
土
地
改
良
や
農
業
技

術
教
育
な
ど
を
行
っ
た
。 

 

そ
の
結
果
、
朝
鮮
に
お
け
る
米
の
生
産
量
は
大
幅
に
伸
び
た
。
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
大
半
が
日
本
列
島
に
運
ば
れ
て
行
っ
た
。
こ
れ
が

反
日
感
情
を
刺
激
し
、
抗
日
独
立
運
動
に
つ
な
が
っ
て
い
く
。
大
日

本
帝
国
政
府
は
国
内
に
お
け
る
批
判
勢
力
や
朝
鮮
独
立
運
動
に
対
し

て
共
通
に
軍
事
的
武
力
圧
力
で
鎮
圧
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

か
つ
て
の
新
左
翼
風
に
い
う
と 
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―
―
権
力
が
そ
の
本
性
を
む
き
出
し
に
し
た
。 

 
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。 

 
市
民
運
動
を
力
で
ね
じ
伏
せ
た
と
い
う
意
味
で
、
米
騒
動
は
、
市

民
生
活
に
官
憲
と
軍
隊
の
圧
力
を
強
め
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
も

い
え
る
。 

  
 
 
 
 

二 
  

「
大
正
」
と
い
う
年
号
は
、
明
治
天
皇
の
代
が
長
か
っ
た
こ
と
も

あ
っ
て
、
わ
ず
か
十
五
年
（
実
際
に
は
十
四
年
と
五
か
月
）
し
か
な

い
。
一
九
一
二
年
七
月
三
十
日
に
明
治
天
皇
が
薨
去
し
た
の
に
伴
っ

て
皇
太
子
・
嘉
仁
王
が
践
祚
し
た
の
だ
が
、
即
位
は
そ
れ
か
ら
三
年

四
か
月
の
の
ち
、
一
九
一
五
年
十
一
月
十
日
ま
で
で
き
な
か
っ
た
。 

 

し
か
も
翌
年
十
一
月
に
は
、
皇
后
節
子
と
の
間
に
誕
生
し
た
廸
宮

（
み
ち
の
み
や
）
十
六
歳
を
も
っ
て
皇
太
子
（
こ
の
と
き
名
を
「
裕

仁
」
と
改
め
た
）
と
し
、
二
一
年
十
一
月
、
病
を
理
由
に
皇
太
子
を

摂
政
に
任
じ
た
。 

 

ま
ず
前
例
が
な
い
。 

 

大
正
天
皇
の
即
位
が
ず
っ
と
あ
と
だ
っ
た
の
は
、「
明
治
大
帝
の

諒
闇
」（
服
喪
）
の
た
め
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
そ
れ
は

表
向
き
の
理
由
に
過
ぎ
な
い
。
明
治
天
皇
が
即
位
し
た
の
は
孝
明
天

皇
薨
去
か
ら
二
年
後
の
一
八
六
八
年
八
月
二
十
八
日
だ
っ
た
し
、
昭

和
天
皇
の
即
位
も
践
祚
か
ら
二
年
後
の
一
九
二
八
年
十
一
月
十
日
だ

っ
た
。 

 

嘉
仁
王
が
即
位
の
式
典
を
三
年
四
か
月
も
待
た
さ
れ
た
の
は
、

「
大
正
政
変
」
と
呼
ば
れ
る
平
和
的
ク
ー
デ
タ
ー
が
起
こ
っ
て
い
た

た
め
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
政
党
と
軍
部
の
駆
け
引
き
の
か
た
ち
で

展
開
さ
れ
た
。 

 

明
治
末
の
十
余
年
は
、
桂
太
郎
と
西
園
寺
公
望
が
交
互
に
政
権
を

担
っ
た
。 

 

・
一
九
〇
一
年
六
月
二
日
―
〇
五
年
十
二
月
二
十
一
日 

桂
太
郎
。 

・
一
九
〇
六
年
一
月
七
日
―
〇
八
年
七
月
四
日 

西
園
寺
公
望
。 

・
一
九
〇
八
年
七
月
十
四
日
―
一
一
年
八
月
二
十
五
日 

桂
。 

・
一
九
一
一
年
八
月
三
十
日
―
一
二
年
十
二
月
五
日 

西
園
寺
。 

・
一
九
一
二
年
十
二
月
二
十
一
日
―
一
三
年
二
月
十
一
日 

桂
。 

  

桂
太
郎
は
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
長
州
に
生
ま
れ
、
幼
名
を

「
寿
熊
」
と
い
っ
た
。「
寿
熊
」
は
「
な
が
く
ま
」
と
訓
む
。 

 
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）、
高
杉
晋
作
の
下
で
馬
関
戦
争
に
従
軍

し
、
明
治
に
入
っ
て
ド
イ
ツ
に
留
学
し
た
。
帰
国
し
て
陸
軍
大
尉
、

の
ち
参
謀
本
部
で
ド
イ
ツ
兵
制
に
準
拠
し
た
軍
令
・
軍
政
を
整
え
、

陸
軍
次
官
と
し
て
山
県
有
朋
、
大
山
巌
（
い
わ
お
）
を
補
佐
し
た
。 

 

な
か
な
か
憎
め
な
か
っ
た
人
で
あ
っ
た
ら
し
い
。 
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三
省
堂
『
日
本
人
名
辞
典
』
に
は
、 

 
巧
妙
な
人
心
収
攪
策
は
そ
の
肥
満
福
相
と
あ
い
ま
っ
て
〈
ニ
コ
ポ
ン

内
閣
〉
と
あ
だ
な
さ
れ
、
官
僚
と
政
党
人
、
大
ブ
ル
ジ
ョ
ア
間
の
橋

渡
し
を
果
た
し
た
。 

  

と
あ
る
。 

 

笑
顔
で
「
頼
む
よ
」、
ポ
ン
ッ
と
肩
を
叩
か
れ
る
と
、
反
対
派
も

懐
柔
さ
れ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
一
九
一
三
年
十
月
没
。 

 

一
方
の
西
園
寺
公
望
は
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）、
九
清
華
家
の

一
で
あ
る
徳
大
寺
公
純
の
次
男
に
生
ま
れ
、
西
園
寺
家
の
養
子
と
な

っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
大
学
に
学
び
、
維
新
政
府
で
は
参

与
。
一
八
七
一
年
に
再
び
フ
ラ
ン
ス
へ
渡
り
、
こ
の
と
き
中
江
兆
民

と
親
し
く
交
わ
っ
た
。 

 

八
一
年
に
帰
国
し
て
明
治
法
律
学
校
（
の
ち
の
明
治
大
学
）
を
創

設
し
、
同
じ
年
に
「
東
洋
自
由
新
聞
」
を
興
し
た
。
第
二
次
、
第
三

次
伊
藤
博
文
内
閣
で
文
相
、
一
九
〇
〇
年
政
友
会
創
立
に
参
加
し
〇

三
年
総
裁
。
一
九
四
〇
年
十
一
月
に
没
し
、
国
葬
が
執
り
行
な
わ
れ

た
。 

 

コ
ト
は
第
二
次
西
園
寺
内
閣
の
一
九
一
二
年
十
二
月
二
日
に
起
こ

っ
た
。 

 

か
ね
て
陸
軍
が
強
く
要
求
し
て
い
た
二
個
師
団
増
設
の
案
件
を
、

議
会
が
否
決
し
た
。
こ
の
た
め
、
陸
軍
大
臣
・
上
原
勇
作
が
辞
表
を

提
出
し
た
の
で
あ
る
。 

 

西
園
寺
は
事
態
の
収
拾
を
図
ろ
う
と
し
た
が
後
任
大
臣
が
決
ま
ら

な
か
っ
た
た
め
に
瓦
解
し
、
陸
軍
は
内
大
臣
に
退
い
て
い
た
桂
を
起

用
し
た
。 

陸
軍
の
師
団
増
設
に
は
、
財
界
が
反
対
だ
っ
た
。 

 

東
京
の
新
聞
・
雑
誌
記
者
が
「
憲
政
策
振
会
」
を
結
成
し
て
〝
師

団
増
設
反
対
〞
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
張
り
、
桂
が
第
三
次
内
閣
を
発

足
さ
せ
る
二
日
前
に
は
第
一
回
の
憲
政
擁
護
大
会
が
東
京
・
歌
舞
伎

座
で
開
か
れ
た
。 

 

翌
一
月
十
七
日
、
全
国
記
者
大
会
が
催
さ
れ
、
こ
こ
で
「
憲
政
擁

護
・
閥
族
掃
蕩
」
が
決
議
さ
れ
、
同
月
二
十
四
日
の
第
二
回
憲
政
擁

護
大
会
を
経
て
二
月
十
日
、
議
会
を
数
千
の
民
衆
が
包
囲
し
て
暴
徒

化
し
た
。 

 

彼
ら
は
警
官
隊
と
衝
突
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
当
た
る
を
幸
い
に

騎
虎
の
勢
い
で
新
聞
社
や
交
番
を
襲
撃
し
た
。
一
九
〇
五
年
九
月
五

日
に
発
生
し
た
日
比
谷
焼
き
討
ち
事
件
が
再
現
さ
れ
た
。
こ
の
動
き

は
大
阪
、
神
戸
、
広
島
、
京
都
な
ど
に
も
広
が
り
、
こ
の
た
め
に
桂

は
総
辞
職
に
追
い
込
ま
れ
た
。 

 
民
衆
の
力
が
内
閣
を
倒
し
た
と
い
う
意
味
か
ら
、「
大
正
デ
モ
ク

ラ
シ
ー
」
を
象
徴
す
る
事
件
と
さ
れ
て
い
る
。 

 

だ
が
果
た
し
て
、
真
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
。 
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三 
  

憲
法
擁
護
運
動
は
米
騒
動
が
起
こ
る
五
年
前
の
出
来
事
だ
が
、
民

衆
が
集
団
を
な
し
て
暴
徒
化
し
、
こ
れ
が
た
ち
ま
ち
全
国
に
波
及
す

る
と
こ
ろ
な
ど
、
共
通
す
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
。
憲
政
擁
護
の

集
会
は
大
阪
、
香
川
、
福
島
、
宮
城
、
岩
手
な
ど
全
国
で
開
か
れ
て

い
た
か
ら
、
火
の
手
が
上
が
る
の
も
早
か
っ
た
。 

 

し
か
し
こ
の
運
動
が
純
粋
に
民
衆
に
よ
っ
て
起
こ
さ
れ
た
か
と
い

う
と
、
甚
だ
疑
問
が
残
っ
て
い
る
。 

 

そ
も
そ
も
の
発
端
は
陸
軍
が
要
求
し
た
師
団
増
設
問
題
で
あ
っ
て
、

そ
れ
に
反
対
だ
っ
た
の
は
財
界
で
あ
っ
た
。
特
に
三
井
財
閥
は
交
詢

社
を
中
核
に
桂
内
閣
の
打
倒
と
元
老
の
排
除
を
決
意
し
、
新
聞
記
者

と
政
党
政
治
家
を
動
員
し
て
一
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
た
。 

 

第
一
回
憲
政
擁
護
大
会
で
は
、 

 

閥
族
の
横
暴
跋
扈
今
や
其
極
に
達
し
憲
政
の
危
機
目
睫
に
迫
る
。
吾

人
は
断
固
妥
協
を
排
し
て
閥
族
政
治
を
根
絶
し
、
以
て
憲
政
を
擁
護

せ
ん
こ
と
を
期
す
。 

  

と
い
う
声
明
を
決
議
し
た
。
だ
が
実
態
と
し
て
そ
の
内
容
は
、
交

詢
社
の
意
思
を
反
映
し
た
も
の
だ
っ
た
。 

 

大
久
保
利
通
の
孫
で
候
爵
・
貴
族
院
議
員
で
も
あ
っ
た
大
久
保
利

謙
は
、 

 

―
―
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
と
政
党
が
手
を
結
ん
だ
同
盟
戦
線
の
成
果

に
ほ
か
な
ら
な
い
。 

 

と
厳
し
く
断
じ
て
い
る
。 
 

桂
に
代
わ
っ
て
政
権
の
座
に
就
い
た
の
は
薩
州
閥
を
背
景
に
し
た

海
軍
の
山
本
権
兵
衛
で
、
政
友
会
を
味
方
に
取
り
込
む
こ
と
に
成
功

し
た
。
陸
軍
は
す
ぐ
さ
ま
反
撃
を
開
始
し
た
。
翌
一
四
年
二
月
二
十

三
日
、
横
浜
毎
日
新
聞
の
創
業
者
で
立
憲
同
志
会
の
議
員
で
あ
る
島

田
三
郎
を
し
て
、
ド
イ
ツ
の
シ
ー
メ
ン
ス
社
が
海
軍
高
官
に
贈
賄
し

て
い
た
事
実
を
暴
露
、
次
い
で
イ
ギ
リ
ス
の
ニ
ッ
カ
ー
ズ
社
お
よ
び

三
井
物
産
と
海
軍
と
の
癒
着
を
攻
撃
し
た
。 

 

三
井
物
産
な
ら
び
に
交
詢
社
、
政
友
会
は
こ
こ
で
防
戦
に
回
ら
ず
、

山
本
内
閣
と
物
産
役
員
を
犠
牲
に
し
て
な
お
憲
政
擁
護
運
動
を
盛
り

上
げ
た
。
結
果
と
し
て
ラ
イ
バ
ル
政
党
で
あ
っ
た
立
憲
同
志
会
（
一

九
一
五
年
十
月
「
憲
政
会
」
に
改
称
）
に
政
権
は
譲
っ
た
も
の
の
、

旧
藩
閥
、
軍
閥
の
抑
制
に
成
功
し
た
。 

 
山
本
権
兵
衛
の
あ
と
を
受
け
て
首
相
に
就
任
し
た
大
隈
重
信
は
、

多
分
に
帝
国
主
義
的
色
彩
の
強
い
思
想
の
持
ち
主
で
あ
っ
て
、
三
菱

財
閥
と
の
関
係
が
強
か
っ
た
。
し
か
し
第
一
次
大
戦
で
対
独
宣
戦
を

布
告
し
た
手
前
、
連
合
国
軍
が
一
様
に
標
榜
す
る
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」

に
賛
同
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。 
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こ
う
し
た
状
況
の
下
で
、
一
九
一
六
年
（
大
正
五
）、
東
大
教
授

の
吉
野
作
造
が
、
雑
誌
『
中
央
公
論
』
一
月
号
に
長
論
文
「
憲
政
の

本
義
を
説
い
て
其
有
終
の
美
の
済
す
の
途
を
論
ず
」
を
発
表
し
た
。 

 

彼
は
第
一
次
大
戦
直
前
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留
学
で
得
た
体
験
を
も
と

に
、「
政
治
と
は
、
一
般
民
衆
の
利
福
を
目
的
と
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」「
政
策
の
決
定
に
は
一
般
民
衆
の
意
向
を
反
映
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
説
い
た
。 

 

こ
れ
に
対
し
て
社
会
主
義
者
の
山
川
均
が 

 

―
―
吉
野
論
文
は
主
権
の
所
在
を
曖
昧
に
し
て
い
る
。 

 

と
指
摘
し
、
批
判
し
た
。 

 

今
日
的
視
点
に
立
て
ば
当
然
の
批
判
で
あ
っ
た
。 

 

だ
が
吉
野
論
文
は
、
封
建
的
制
度
や
慣
行
を
平
和
裏
に
、
か
つ
積

極
的
に
改
革
す
る
現
実
的
な
思
想
と
し
て
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
に
広

く
受
け
入
れ
ら
れ
た
。
資
本
家
と
政
党
と
軍
部
が
利
権
を
め
ぐ
っ
て

三
つ
巴
で
足
を
引
っ
張
り
合
う
際
の
道
具
と
し
て
使
わ
れ
て
き
た

「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
は
、
こ
こ
に
お
い
て
初
め
て
思
想
的
骨
格
を
与

え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

真
っ
先
に
反
応
し
た
の
は
学
生
た
ち
だ
っ
た
。
東
京
帝
国
大
学
の

進
歩
的
学
生
が
「
新
人
会
」
を
結
成
し
て
社
会
改
造
運
動
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
の
を
は
じ
め
、
早
稲
田
大
学
で
「
民
人
同
盟
」「
建
設
者

同
盟
」
が
発
足
し
、
こ
れ
が
の
ち
の
学
生
運
動
に
つ
な
が
っ
た
ほ
か
、

第
一
次
大
戦
を
き
っ
か
け
と
す
る
空
前
の
好
況
に
反
し
て
一
向
に
改

善
さ
れ
な
い
就
労
環
境
へ
の
意
識
改
革
を
促
し
た
。 

 

労
働
組
合
の
結
成
と
ス
ト
ラ
イ
キ
の
多
発
と
並
行
し
て
、
吉
野
が

唱
え
た
「
民
本
主
義
」
は
農
民
運
動
と
も
結
び
つ
き
、
テ
ー
マ
は
政

治
改
革
か
ら
社
会
問
題
に
広
が
っ
た
。
鈴
木
文
治
が
結
成
し
た
労
働

者
組
織
「
友
愛
会
」
は
、
労
働
者
の
品
性
・
教
養
を
高
め
る
こ
と
で

労
使
の
協
調
を
訴
え
、
資
本
家
は
労
働
問
題
の
〝
安
全
弁
〞
と
し
て

こ
れ
を
歓
迎
し
た
。 

 

そ
の
友
愛
会
の
思
想
的
骨
格
を
な
し
た
の
は
、
賀
川
豊
彦
で
あ
る
。

一
九
一
七
年
に
ア
メ
リ
カ
留
学
か
ら
帰
国
し
、
神
戸
の
貧
民
窟
に
入

っ
て
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
道
を
し
て
い
る
中
で
鈴
木
文
治
と
知
り
合
っ

た
。
一
九
二
〇
年
（
大
正
九
）
に
刊
行
し
た
『
死
線
を
越
え
て
』
が

ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
、
以
後
、
友
愛
会
の
指
導
的
地
位
に
あ
っ
た
。 

し
か
し
第
一
次
大
戦
後
の
不
況
が
、
労
使
協
調
路
線
を
変
え
た
。 

 

一
九
二
一
年
に
神
戸
で
起
こ
っ
た
三
菱
内
燃
機
工
場
お
よ
び
、
川

崎
造
船
所
、
神
戸
三
菱
造
船
所
、
三
菱
電
機
工
場
の
ス
ト
ラ
イ
キ
で
、

労
働
者
を
暴
力
団
が
襲
撃
し
て
数
十
人
の
負
傷
者
を
出
し
、
さ
ら
に

歩
兵
二
個
大
隊
と
水
兵
二
百
人
、
憲
兵
数
十
人
が
出
動
す
る
に
及
ん

で
、
労
働
組
合
は
闘
争
的
組
織
に
変
質
し
て
い
く
。 

 
軍
隊
が
出
動
し
実
弾
を
発
砲
す
る
と
い
う
の
は
、
一
九
一
九
年
三

月
一
日
か
ら
三
か
月
に
わ
た
っ
て
繰
り
広
げ
ら
れ
た
朝
鮮
半
島
に
お

け
る
抗
日
・
反
日
暴
動
（
三
・
一
独
立
運
動
）
と
無
縁
で
は
な
い
。

政
府
は
日
本
人
で
あ
ろ
う
と
朝
鮮
人
で
あ
ろ
う
と
、
抵
抗
を
強
く
示
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す
者
た
ち
を
武
力
で
沈
黙
さ
せ
る
手
法
を
採
用
し
た
の
だ
。 

 
こ
の
手
法
は
最
初
は
「
止
む
を
得
な
い
措
置
」
と
し
て
実
行
さ
れ

た
か
も
し
れ
な
い
が
、
や
が
て
政
府
や
軍
の
常
套
手
段
と
な
り
、
そ

の
う
ち
手
段
で
な
く
体
質
に
な
っ
て
い
く
。 

 

一
方
、
人
道
的
見
地
か
ら
貧
困
問
題
に
取
り
組
ん
だ
河
上
肇
は

「
大
阪
毎
日
新
聞
」
に
連
載
し
た
『
貧
乏
物
語
』
で
マ
ル
ク
ス
主
義

的
唯
物
史
観
を
提
示
し
、
農
本
主
義
の
立
場
か
ら
大
地
主
と
小
作
の

問
題
を
論
じ
る
う
ち
、
マ
ル
キ
シ
ズ
ム
を
鮮
明
に
打
ち
出
す
よ
う
に

な
る
。 

             

       



第 36 大正デモクラシー（補注） 

  

 
 〜

〜
〜
〜 

補 

注 

〜
〜
〜
〜 

 

山
本
権
兵
衛 

や
ま
も
と
・
ご
ん
べ
え
／
１
８
５
２
〜
１
９
３
３
。薩
摩（
鹿

児
島
県
）
に
生
ま
れ
、
一
八
七
四
年
に
ド
イ
ツ
戦
艦
で
世
界
一
周
を
果
た
し

た
。
九
〇
年
「
高
千
穂
」
艦
長
と
な
り
日
清
戦
争
に
従
軍
、
一
八
九
八
年
第

二
次
桂
太
郎
内
閣
で
外
相
、
日
露
戦
争
で
は
戦
争
回
避
論
を
唱
え
た
。
一
九

一
三
年
首
相
、
二
三
年
に
二
度
目
の
首
相
に
就
任
し
外
相
を
兼
務
し
た
が
ア

ナ
ー
キ
ス
ト
の
難
波
大
助
が
起
こ
し
た
皇
太
子
狙
撃
事
件
の
責
任
を
負
っ
て

辞
任
し
た
。
伯
爵
。 

島
田
三
郎 

し
ま
だ
・
さ
ぶ
ろ
う
／
１
８
５
２
〜
１
９
２
３
。
江
戸
（
東
京

都
）
に
生
ま
れ
、
昌
平
黌
に
学
ん
だ
。
一
八
七
四
年
（
明
治
七
年
）「
横
浜
毎

日
新
聞
」
を
興
し
、
主
筆
と
し
て
活
躍
し
た
。
一
八
八
一
年
大
隈
重
信
ら
と

立
憲
改
進
党
を
結
成
し
、九
〇
年
か
ら
連
続
十
四
回
、国
会
議
員
を
務
め
た
。

雄
弁
家
で
あ
っ
て
、
あ
だ
名
は
「
鈴
木
し
ゃ
べ
郎
」
だ
っ
た
。
足
尾
鉱
山
鉱

毒
事
件
の
被
害
者
を
支
援
す
る
な
ど
社
会
活
動
家
で
も
あ
っ
た
。 

大
久
保
利
謙 

お
お
く
ぼ
・
と
し
あ
き
／
１
９
０
０
〜
１
９
９
５
。
大
久
保

利
通
の
孫
で
貴
族
院
議
員
を
務
め
た
。
母
方
の
祖
父
は
日
清
汽
船
、
日
本
郵

船
の
社
長
を
務
め
た
近
藤
廉
平
（
１
８
４
８
〜
１
９
２
１
）。 

交
詢
社 

こ
う
じ
ゅ
ん
し
ゃ
：
一
八
八
〇
年
、
福
沢
諭
吉
の
提
唱
で
結
成
さ

れ
た
社
交
機
関
で
、
そ
の
目
的
は
「
知
識
ヲ
交
換
シ
世
務
ヲ
諮
詢
ス
ル
」
こ

と
と
あ
る
。
創
立
当
初
か
ら
学
術
研
究
者
、
官
吏
、
商
業
・
農
業
な
ど
広
範

囲
な
分
野
の
会
員
が
参
加
し
た
。
慶
応
義
塾
大
学
卒
業
生
が
多
く
就
職
し
た

三
井
財
閥
と
の
関
係
が
強
ま
っ
た
。 

吉
野
作
造 

よ
し
の
・
さ
く
ぞ
う
／
１
８
７
８
〜
１
９
３
３
。
宮
城
県
に
生

ま
れ
、
東
京
帝
国
大
学
を
出
て
清
王
朝
に
招
か
れ
政
治
機
構
の
近
代
化
を
指

導
し
た
。
帰
国
後
、
東
京
帝
大
助
教
授
、
一
九
一
四
年
教
授
。「
中
央
公
論
」

を
中
心
に
文
筆
活
動
を
展
開
し
た
。 

山
川 

均 

や
ま
か
わ
・
ひ
と
し
／
１
８
８
０
〜
１
９
５
８
。
岡
山
県
に
生

ま
れ
、
同
志
社
大
学
中
退
後
、
上
京
し
て
雑
誌
「
生
年
の
福
音
」
を
創
刊
し

た
。
一
九
〇
六
年
「
日
本
社
会
党
」
の
結
成
に
参
加
し
、「
平
民
新
聞
」
を
創

刊
し
た
。
一
九
一
六
年
、
堺
利
彦
な
ど
と
雑
誌
「
新
社
会
」
を
創
刊
、
一
八

年
に
荒
畑
寒
村
（
１
８
８
７
〜
１
９
８
１
）
と
「
労
働
組
合
研
究
会
」
を
発

足
、
二
〇
年
「
日
本
社
会
主
義
同
盟
」
に
参
加
す
る
な
ど
ボ
ル
シ
ェ
ビ
ズ
ム

に
傾
い
た
。
二
二
年
「
共
産
党
」（
第
一
次
）
に
参
加
、
二
三
年
に
逮
捕
・
起

訴
さ
れ
、「
思
想
的
危
険
人
物
」
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
た
。
第
二
次
大
戦
後

は
社
会
党
左
派
の
思
想
的
指
導
者
と
な
っ
た
。 

鈴
木
文
治 

す
ず
き
・
ぶ
ん
じ
／
１
８
８
５
〜
１
９
４
６
。
宮
城
県
に
生
ま

れ
、
東
京
帝
国
大
学
を
出
て
出
版
社
「
秀
英
社
」
を
へ
て
「
東
京
朝
日
新
聞
」

に
勤
め
た
。
一
九
一
一
年
（
明
治
四
十
四
）
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
教
会
の
社
会
事

業
部
長
と
な
り
、
労
働
者
を
対
象
に
し
た
共
済
事
業
組
織
「
友
愛
会
」
を
結

成
し
た
。
こ
れ
が
一
九
年
の
「
日
本
労
働
総 

同
盟
友
愛
会
」
を
経
て
二
一

年
「
日
本
労
働
総
同
盟
」
に
発
展
し
た
。
第
二
次
大
戦
後
は
反
共
三
主
義
の

立
場
で
労
働
運
動
を
指
導
し
た
が
、
四
六
年
の
第
一
回
総
選
挙
の
遊
説
中
、

仙
台
で
没
し
た
。 

賀
川
豊
彦 

か
が
わ
・
と
よ
ひ
こ
／
１
８
８
８
〜
１
９
６
０
。
兵
庫
県
に
生

ま
れ
、ア
メ
リ
カ
・
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
を
出
て
一
九
一
七
年
に
帰
国
し
た
。

中
学
時
代
に
キ
リ
ス
ト
教
の
洗
礼
を
受
け
路
傍
伝
道
を
行
う
な
ど
宗
教
者
と

し
て
の
体
験
か
ら
、
帰
国
後
も
神
戸
の
貧
民
窟
で
無
料
の
巡
回
診
療
を
行
っ

た
。
友
愛
会
に
参
加
し
、
一
九
一
九
年
発
足 

の
「
関
西
労
働
同
盟
」
で
理

事
長
、
川
崎
・
三
菱
神
戸
造
船
所
の
労
働
争
議
を
指
導
し
た
。
第
二
次
大
戦

後
、
勅
選
議
員
と
な
り
、
日
本
社
会
党
の
結
成
に
参
加
し
た
。
川
崎
・
三
菱
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神
戸
造
船
所
の
労
働
争
議
の
と
き
、
労
働
組
合
と
関
西
労
働
同
盟
事
務
局
の

間
を
つ
な
ぐ
連
絡
係
を
大
宅
壮
一
が
務
め
て
い
た
と
い
う
逸
話
も
あ
る
。 

河
上 
肇 

か
わ
か
み
・
は
じ
め
／
１
８
７
９
〜
１
９
４
６
。
山
口
県
に
生

ま
れ
、
東
京
帝
国
大
学
を
出
て
農
科
大
学
（
の
ち
東
京
大
学
農
学
部
）
や
学

習
院
講
師
と
な
っ
た
。
一
九
〇
五
年
（
明
治
三
十
八
）
に
発
表
し
た
論
文
「
社

会
主
義
評
論
」（
ペ
ン
ネ
ー
ム
「
千
山
万
水
楼
主
人
」）
で
論
壇
に
デ
ビ
ュ
ー

し
、
田
口
卯
吉
の
自
由
貿
易
論
に
対
し
て
保
護
貿
易
論
を
展
開
し
た
。『
貧
乏

物
語
』は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
留
学
か
ら
帰
国
し
京
都
帝
国
大
学
教
授
だ
っ
た
と
き
、

「
大
阪
朝
日
新
聞
」
に
連
載
し
た
も
の
だ
っ
た
。 
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